












（carotid artery stenting:以下 CAS）が施行される．頸動脈狭窄症を治療する上で重篤な合併






さらに CT 画像としての come beam computed tomography(CBCT)を使用することで頭蓋内組
織情報や，出血などの病的変化まで血管造影検査を行いながら評価可能となった． 
さらに，脳循環動態や局所脳血流の定量評価を把握することが可能な新しいアプリケーシ
ョン 2D perfusion color mapping（以下 2D Perfusion）が血管撮影装置に搭載され，有用性に
ついて報告されている． 2D Perfusion は造影剤の動脈相から静脈相の間の造影剤濃度の変
化を可視化して評価するアプリケーションであり，血行動態の評価や種々の血流に関する
値を算出することが可能である． 
そこで 2D Perfusion と脳血流シンチグラフィで算出した定量値の相関係数を求め，比較を
行った.また，視覚評価を用いた定性評価を行い，臨床に用いることが可能か検討を行った. 
2D Perfusion の内頚動脈狭窄疑い症例郡での Area Under Curve と脳血流シンチグラフィの
脳血流量は相関係数 r=0.71と比較的強い相関がみられた.視覚評価では一部の症例を除き,
ほぼ同様の評価であった.2D Perfusionの定量値は臨床的に使用できる可能性が示唆された. 
 
 
